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研究成果の概要（和文）：本研究は，5世紀後半代を中心とした所謂「雄略朝」期とその前後の時期における地域社会
と人制に関する実態について，北部九州の遠賀川上流域（嘉穂地域）をフィールドとして考古学的な検討を試みたもの
である。5世紀後葉～末に築造された約80mの前方後円墳である山の神古墳の出土遺物を主な素材として検討した結果，
初葬・追葬の被葬者が対半島交渉などの活動に参画しながら近畿中央政権に仕奉した北部九州の有力者であること，さ
らに両者が「雄略朝」期から6世紀代のミヤケ設置に至る古代国家形成過程と深く関わることなどを明らかにした。ま
た金比羅山古墳の調査を通じ，こうした地域社会の基盤形成が3・4世紀代に遡ることを示した。

研究成果の概要（英文）：This scientific research tried to explain the political relationship between the 
local societies and central authority archaeologically during the mid-late Kofun Period, focusing on the 
Kaho area, Northern Kyushu region, Japan. The archaeological case study of Yamanokami tumulus,which has 
80m keyhole-shaped mound, located in Iizuka City in Kaho area, revealed that in this tumulus, at least 
two persons were buried, and that they were the local elite who joined the negotiation between the 
regional groups of Japanese archipelago and several regional groups of Korean peninsula and also served 
central authority of Kinki region during the late 5th to eary 6th centuries. And the measurement and 
excavation of the Konpirayama tumulus, located in near Iizuka city, showed that the political base of 
local society was formed during the 3rd to 4th centuries. As the result, this research showed the actual 
conditions of local societies of state formation in Ancient Japan.

研究分野： 日本考古学
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 本研究の課題は，「「雄略朝」期前後にお
ける地域社会と人制に関する考古学的研
究：北部九州を中心に」である。題目に掲げ
た所謂「雄略朝」は，5 世紀代の「倭の五王
（讃・珍・済・興・武）」の時代のうち，最
後の倭王・武（ワカタケル大王／漢風諡号：
雄略天皇）の時代（5 世紀後半）を指す。こ
の時代については，特に文献史学の井上光貞
氏や岸俊男氏らの研究によって，「雄略朝の
画期」として注目されてきた。これは，1978
年の埼玉県稲荷山古墳出土鉄剣銘文の発見
により，この時代における「治天下大王」と
いった天下観，「杖刀人」や「奉事典曹人」
などの「人制」（ひとせい）と呼ばれる各地
の地域集団から中央政権への奉仕・上蕃関係
の存在が明らかになったことも大きく影響
している。またその歴史的背景として，中国
南北朝・朝鮮半島諸国の競合を中心とした東
アジアの国際的緊張関係と，その中で行われ
た倭の五王による中国南朝・宋への遣使，及
び宋からの官爵の授与などが挙げられる。 
(2) 以上のように，5 世紀後半の「雄略朝」
の時代が日本における古代国家形成過程に
おいて重要な画期となることが認識されて
きた。この時代の実像を考える上では，文字
資料のみならず，考古学的資料にもとづく研
究成果と統合することが重要であり，そうし
た方向性を模索しつつ研究を開始した。 

 
２．研究の目的 
 
(1) 考古学の分野では，日本列島の国家形成
を考える際，大きく 3 世紀中葉から 6 世紀代
の古墳時代を国家成立前段階の部族連合と
捉える説や初期国家と捉える説などが存在
し，現在も評価が分かれている。この点で，
上述のように，5～6 世紀代の東アジア的国際
関係とその中での列島社会の政治秩序の実
像について，文献史学・考古学双方の成果を
統合していくことは列島の古代国家形成研
究において大きな課題といえる。本研究は，
上述のような問題意識の元，「雄略朝」期と
その前後の時期における地域社会と人制に
関する実態について，北部九州地域をフィー
ルドとして考古学的な検討を試みたもので
ある。 
 
(2) 上記のような問題を踏まえ，特に次の 2
点を課題として設定した。 
①「雄略朝」期前後における，府官制的秩序
の導入から「人制」の展開とその具体相，そ
して中国南朝や半島諸地域との対外交流の
諸相の考古学的検討 
②「雄略朝」期以降，特に「継体朝」期と磐
井の乱の前後の時期における，5 世紀代の政
治秩序の再編とミヤケ設置前後の時期にお
ける地域社会の具体相。 
 

３．研究の方法 
 
(1) 「雄略朝」期とその前後における地域間
関係の実態を考える上で問題となるのが，各
地域における古墳時代遺跡の様相である。上
述のような問題意識から，いわば文献史料に
もとづくイメージと，考古資料にもとづく上
位層同士の関係や中央政権と各地域社会と
の関係についてのイメージとの比較検討が，
「雄略朝」期とその前後の歴史的意義を考え
る上では極めて重要な意義を持つと考える。
さらにこの問題を広域的な中心-周辺関係の
変質過程として考える際には，中心地＝中央
政権からの視点のみならず，周辺地域として
の各地域社会がどのような役割を果たした
のかという視点が有効と考えられる。この地
域社会の側に軸足を置いた地域間関係の研
究という点が，本研究が採る立場である。 
 
(2) 以上のような問題意識の下で上記の 2
つの課題を検討するにあたり，本研究では北
部九州地域，特に遠賀川上流域の嘉穂地域を
対象とする。その上で，以下に挙げる具体的
な 2 つの遺跡を軸として調査・研究を行い，
それらを北部九州地域の古墳時代社会の歴
史的脈絡に還元してその意義を追求し，かつ
他地域と比較することにより，本地域の 5・6
世紀における東アジア史および列島史の中
での位置づけを考える，という方法を採用し
た。具体的な検討対象遺跡は，福岡県飯塚市
に所在する山の神古墳（5 世紀後葉～末築造）
と同桂川町に所在する金比羅山古墳（3～4
世紀代築造）という 2 基の 80m 級の前方後
円墳である。以上の 2 基の前方後円墳は，い
ずれも嘉穂地域および遠賀川流域では桂川
町寿命王塚古墳に次いで最大級の古墳であ
りながら，調査が古く未報告で実態が不明で
あった。これらの古墳について，地域社会の
歴史的脈絡に還元した上で各地の同時代資
料と比較することによって，本地域が持つ歴
史的な特質を明らかにするとともに，これら
の具体的な未報告資料を対象として検討を
行うことにより，従来明らかでなかった新た
な様相が確認されることが期待された。特に
山の神古墳は非常に多量の副葬品が出土し
ていることから，多くの研究者の参加を得て，
共同研究という形で調査・研究を行った。 
 
４．研究成果 
 
(1) 研究成果は，大きく 3 つに分けること
ができる。まず第 1点目が，山の神古墳の築
造・初葬の時期が「雄略朝」期の後半期にあ
たる 5 世紀後葉～末の TK47 型式期前後であ
ることが確認できたことである。山の神古墳
は 1933 年の石室・遺物の発見以来，断片的
な内容しか紹介されておらず，遺跡としての
全体像が不明であったが，今回の共同研究の
結果，全長約 80m の前方後円墳で北部九州型
初期横穴式石室を有する，この時期の北部九



州で最大級の前方後円墳であることが確認
された。また山の神古墳出土の副葬品は，大
きくTK47型式期の初葬段階の副葬品と，TK10
型式前後の追葬段階の副葬品の2群に区分さ
れるが，副葬品の大半は初葬の TK47 型式期
に属するものであり，銅鏡，衝角付冑・小札
甲などの武器・武具類や盛矢具，農工具，金
銅装の馬具Aセットなどをはじめとした豊富
な副葬品が初葬の被葬者に伴って副葬され
た可能性が高いことが判明した。この時期，
遠賀川流域では渡来系の舶載文物を副葬し
た古墳や横穴墓の存在が知られ，山の神古墳
の初葬被葬者は，それらの被葬者の上位に位
置づけられる在地集団の代表者で，対朝鮮半
島交渉に参画しながら，近畿中央政権に仕え
た北部九州の有力者であったことが具体的
に明らかとなった。これにより，「雄略朝」
期における多元的な対外交渉のあり方，また
地域社会と中央政権との関係の実態を考え
る上での基礎資料を示すことができた。刀剣
類には銘文資料が含まれていないことから，
初葬の被葬者が「人制」にどのように関わっ
ているかという点については今後の課題で
ある。「人制」関連資料が出土する埼玉県稲
荷山古墳や熊本県江田船山古墳の内容との
共通性もみられ，全国的な比較検討が課題で
ある。 
 
(2) 成果の第 2 点目は，山の神古墳の追葬
の被葬者の埋葬年代が，6 世紀前葉～中葉
（TK10 型式前後）と想定され，「雄略朝」後
の「継体朝」期から磐井の乱，そして嘉穂地
域において穂波屯倉・鎌屯倉が設置された時
代を生きた被葬者であることが判明した点
である。追葬の被葬者に確実に伴う副葬品と
して金銅装馬具の Bセットが挙げられ，近在
する王塚古墳の被葬者に匹敵する内容の副
葬品を持ち，かつ独立した古墳を築造しなか
った古墳の被葬者として，王塚古墳の被葬者
との関係があらためて注目されることとな
った。具体的には，山の神古墳の追葬の被葬
者は，王塚古墳の被葬者とともに対半島交渉
に参画しつつ，「継体朝」以降の中央政権に
奉仕するという形で，相互に密接な関係にあ
ったことが想定された。両古墳に直接関わる
可能性が高いのは穂波屯倉の設置であるが，
ミヤケ設置によって在地社会の編成や秩序
がどのような影響を受けたのかといった点
についても今後の課題である。 
 
(3) 成果の第 3 点目として，金比羅山古墳
の調査成果が挙げられる。従来，嘉穂地域に
おいては 5 世紀代の山の神古墳に先行する 3
～4 世紀代の古墳がいくつか知られていたが，
本研究において金比羅山古墳の墳丘形態・規
模の確認のための測量・発掘調査を実施した
結果，全長 81m の前方後円墳であり，3～4世
紀の古墳時代前期に遡る時期の築造である
ことが判明した。これにより，山の神古墳の
築造に遡る 3～4 世紀代から 80m 級の前方後

円墳を築造する地域的基盤が形成されてい
たことが確認され，「雄略朝」期以降の嘉穂
地域の展開を考える上での基礎的資料が得
られた。この点についても，桂川町周辺では
未調査・未報告の資料が多数存在しており，
引き続き調査を進めていく必要がある。 
 
(4) 以上のように，科学研究費の共同研究
を通じて，北部九州の遠賀川上流域（嘉穂地
域）の地域集団が，3・4世紀代の古墳時代前
期から，5 世紀後半～6 世紀にかけての「雄
略朝」期から「継体朝」期前後の時代に至る
まで，どのような形で広域的な政治秩序や対
半島交渉などに参画したかといったことが
具体的に明らかとなった。特に山の神古墳の
初葬・追葬の被葬者が示すのは，独自に対外
交渉のルートを持つ北部九州の有力者が近
畿中央政権との政治的つながりを持ちつつ
仕奉した段階から，磐井の乱・ミヤケの設置
を経て明確に中央政権の間接支配へと組み
込まれていく変遷の過程であり，この点にお
いて，地域社会の側からみた古代国家形成の
画期とその実態を読み取ることができる。ま
たこの間，倭の五王の時代における対南朝遣
使に関わる遺物の可能性が高い同型鏡群の
検討を進めることができた点や，本研究の成
果も含めた古墳時代研究の成果の国際的な
情報発信などを行う機会を得たことも重要
な成果であった。共同研究に御参加いただい
た方々からは，特に山の神古墳出土遺物を素
材として，「雄略朝」期前後の社会像をめぐ
る諸問題について御検討いただき，最終的に
この共同研究の成果を以下の報告書として
刊行した。この報告書については，本共同研
究の成果を広く共有していただくことを目
的として，九州大学図書館リポジトリにて公
開している。 
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